第１学年　道徳学習指導案
平成２８年　月　　日（月）第　校時
１　本時の主題  　いきものの　しあわせは【Ｄ－⑱　自然愛護】
２　本時のねらい
学校で保護しているトビについて考えることで，生きものにやさしくするにはいろいろな方法があり，生きものの種類や状況にあった接し方で生きものを大切にしたいという思いをもつ。
３　構想図
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「たいせつにしたい　いきもののいのち」
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４　本時の指導　【☆指導のﾀｲﾐﾝｸﾞや次への展開,○通常発問の意図,◎主発問の意図,●補助発問の意図】
	
	学　習　活　動
	教師の支援　・　指導の手だて

	導　入
	
・これはトビだね。絵を描いたからわかるよ
・クジャクは，図鑑で見たことあるから，わかったよ
	○「きじっこ」の由来であろうキジ，学校で以前飼っていたクジャク，現在飼っているトビの写真を見せ，自分たちの学校生活と関わりが深い生きものとしてトビを意識できるようにする。

	展　開　前　段　　　　　　　　展　開　後　段
	
・エサをもらって，うれしそう

・委員会のお兄さんたちが世話をしてくれているんだな

・小屋に一羽しかいなくて，かわいそう


＜幸せ＞
・エサがもらえるからいい
・子どもたちに会えてうれしい
・飛べないのに放したら，エサが捕れなかったり，敵に襲われたりして死んでしまうかもしれない

から

＜幸せじゃない＞
・一羽でいるのは，かわいそうだから

　→仲間がいないのはさみしい
・狭い小屋より，広い空を自由に飛びたいと思うだろうから

・エサをあげる　　・エサをもってくる
・様子を見に行って，声をかける
・こわがりだから，そうっとしておいてあげる
・名前をつけてかわいがってあげる

・虫は放してあげたほうがいいけど，学校にいるトビは飼っていったほうがいいから，しっかりお世話をしたい
・生きものを大切にするにはいろいろな方法があるから，生きものの気持ちになって考えたい
	○トビが小屋の中に１羽で飼われている写真や，委員会の子が世話をしたりエサやりをしたりしている写真を提示し，自分と重ねながらトビの暮らしぶりを想像させる。
◎トビにとってどうすることがよいのかを考えることで，生きものや生きものの命を大切にするということは，生きものに寄り添い考えて決めることが大切だという思いをもたせる。
●意見に偏りが出た場合，切り返し発問（小屋に一羽で住んでいるトビの気持ちから考えられる自然に戻す利点，トビの安全と食糧が確保されている利点と世話をする手間や臭う欠点，飛べない状況で自然に戻った場合の欠点などを考えさせる）をすることで，いろいろな視点からトビの状況を考えられるようにする。
○トビの「ケガはもう治っているが完治はせず，今後も飛べない」状況が出てこなかった場合，保護としての飼育であることを知らせ，どうしたらよいかを考える根拠とする。

☆トビのために保護していることが納得できた時点で，子どもから出されたトビのかわいそうな状況を改善できることはないのか考える。
※○○小のトビをどうするとよいのかを考えることで，生きものの状況や思いを想像して生きものを大切にしていこうという思いをもつことができたか。

	終　末
	教師の説話

	○普通は飼うことができない生きもので登録して保護していること，エサの魚は地域の方の協力でいただいていることを知らせ，○○小の一員としてさらにトビを大切にしていきたいという思いを膨らませる。


５　本時の板書計画
	



· ご高評
こんな子どもたちを


・生きものや生きもの捕りに興味があり，名前や生態について知識や興味がある子。その一方で，極端に生きものに苦手意識をもっており，生きものに親しみがもてていない子。


・好奇心旺盛だが，興味がうつりやすいため継続的な世話をすることに意識がいかない子。











家庭との連携　


・バッタは飼い続けたかったけど，おうちの人と相談して逃がすことに決めたよ


・お母さんに任せっきりだった金魚の世話をこれからするよ





【国語　】　　　　　　　６・７月


「どうやってみをまもるのかな」


・動物は，身を守るための体になっているんだな


・動物は工夫していてすごいね





主　題　「かわいい　バッタ」　　　　　　　　　９月


Ｄ－⑱　自然愛護


資料名　　「こうえんのばった」　


あかるいこころ　１ねん


・生きもののことを考えて，お世話をすることが大切なんだね


・生きものも自分らしく住みたいから，ぼくたちが好きなように捕るのはかわいそうだね





【図工】　　　　　　　　　　７月


「よく見て描こう　学校のトビ」　　　　　


・トビが大きいんだね


・よく見ると，ツメがかっこいいね





地域教材


・○○小学校にしかトビはいないから，これからも大切にお世話をしよう





主　題　「いきものの　しあわせは」　　　　９月


　　　　　Ｄ－⑱　自然愛護　　　【本時】


資料名　「○○小のトビ」　


・トビは○○小のお兄さんお姉さんがお世話をしてくれているから，今でも元気なんだね


・わたしたちにもできることをしたいな。これからは時々様子を見に行こう





【生活科】　　　　　　　　　９月


「めざせ！生きもの博士」


・今まで知らなかったけど，○○にもたくさん生きものがいるんだね


・生きもののためには，捕まえて観察する時は住みやすい家にしてあげたり，終わったら逃がしてあげたりすることが大切なんだね





家庭との連携


・わたしが生まれた時のことを聞いたよ。生まれてうれしかったと言われて，うれしかった


（わたしたちの道徳p91）


・おうちの人と一緒に，秋分の日にお墓参りに行くよ





主　題　「いのちをたいせつにするって？」


　９月


Ｄ－⑰　生命の尊重


資料名　　「おはかまいり」


わたしたちの道徳　１・２年


・生命はつながっているから，ぼくたちが生まれてくることができたんだね





こんな子どもたちに


・生きものに親しみを感じ，生きものの立場に立って責任をもってお世話をしようとする子。


・どの命も大切であることを実感し，自分の命も他の人や生きものの命も大切にする子。





学校にいる鳥は，どの鳥でしょう？





トビの写真を見て，どんなことに気づいたかな？





○○小のトビは，飼ってもらっていて


幸せかな？　　幸せじゃないのかな？





トビのために，


これから○○小の子はどうするとよいのかな？





トビと勉強して，考えたことを書きましょう





・いきものによってちがうから，いきもののことをかんがえておせわしたい


・いきもののきもちになって，いのちをだいじにしたい





にしうらしょうのトビの


しあわせをかんがえる








自然委員会の子が


お世話をしている写真





しあわせ


○えさがもらえなくなる


○てきにおそわれるかも


・あんしんしてくらせる


・けがが，なおってないのかも





しあわせじゃない


○せまくてかわいそう


○じゆうがなくてやだ


　・すきなところへいきたい


○ひとりでさみしい


　・かぞくにあいたい


・ともだちとあそびたい





○せわをしてあげたい


　・えさをもってくる


　・くさをぬく


　・４ねんせいになったら，かかりになってとうばんをする


○かわいがってあげたい


　・ようすをみにいく


　・なまえをつける











